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SAFETY GUIDELINES
安全に関するご注意

警　告

2023年度広島市立大学芸術学部美術学科

（油絵専攻)一般選抜の実技検査において、

当社製品の特殊な映写用白熱ランプが

入試モチーフとして使用されました。
[画像提供：広島市立大学芸術学部入学試験参考作品2024]

Fuji Electric Lamp Industrial Co., Ltd. https://www.fujilamp.jp

カタログに掲載されているランプの仕様は予告なく変更することがございます。また、製造を中止することもございます。

地下鉄東西線落合駅
2番出口より徒歩1分

JR総武線東中野駅
中野方面出口より徒歩6分

地下鉄大江戸線東中野駅
A2出口徒歩6分

東北自動車道矢坂インターより
車で約35分

東北新幹線那須塩原駅より
車で約25分

器具設計上のご注意

注　意

ガラス球内部の圧力が高いため、落としたり、物をぶつけたり、
無理な力を加えたり、キズをつけたりしないでください。破損し
た場合、ガラス破片が飛散しケガの原因となります。

点灯中や消灯直後は、電球が熱いので絶対に手や肌などを触れないでく
ださい。ヤケドの原因となることがあります（交換や清掃は十分に冷えて
から行ってください。）

紙や布などでおおったり、燃えやすいものに近づけないでくだ
さい。火災の原因となります。

点灯方向に指定のある電球は、必ず指定方向で使用してくださ
い。器具が加熱したり、フィラメントが変形して短寿命や破損の
原因となります。

取付け、取り外しや器具清掃のときは、必ず電源を切ってくださ
い。感電の原因となります。

適合した器具（ソケット、トランスなど）で指定されたワット数の
電球を必ず使用してください。短寿命、破損によるケガ、あるい
は器具の過熱の原因となります。

●

振動や衝撃を与えないでください。短寿命や破損の原因になることがあ
ります。

●

酸などの腐食性雰囲気のところでは、一般器具による電球の使用はしな
いでください。漏電や落下の原因となることがあります。

●

粉塵の多いところでは、一般器具による電球の使用はしないでください。
器具の過熱の原因となることがあります。（防塵構造の器具を使用してく
ださい。）

●

一般用ハロゲン電球は、集魚灯用に使用しないでください。破損や短寿
命の原因となることがあります。

●

点灯中の電球を間近で長時間見つめないでください。目が痛くなったり、
視力障害の原因になることがあります。

●

電気結線は直列接続で使用しないでください。短寿命や破損の原因とな
ることがあります。

●

ソケットの接点部が損傷していないか等を点検してください。不点灯や過
熱の原因となることがあります。（ソケットの接点が変形したり、表面が酸
化している場合は、交換してください。）

●

取り外す時、口金の種類（ネジ込み、さし込み）に注意してください。破損
の原因となることがあります。

●

定格寿命を経過した電球は、交換をおすすめします。まれに破損の原因と
なることがあります。

●

使用済の電球は割らずに廃棄してください。電球を割るとガラス破片が飛
散し、ケガの原因となることがあります。

●

退色を極度にさけたい場合には、使用しないでください。●

直接素手で触れないでください。（赤外反射膜付電球を除く）汚れたまま
点灯すると、ガラス球が劣化して破損や短寿命の原因となることがありま
す。（きれいな手袋などを使用してください。汚れた場合は、アルコールな
どを浸したきれいな布でふきとってください。）

●

両口金形電球の接点（口金部）に加わる圧力は、20～35Ｎ
（銀接点の部分は10～35Ｎ）の範囲にしてください。

■ 白熱電球の場合、口金温度165℃以下で使用してください。■

封止部の温度が350℃を超えないように器具を設計してください。 ■

点灯中の管壁温度が250℃～900℃になるように器具を設計してください。 ■ヒューズの使用が指定された電球は、器具に必ず指定のヒューズを取り
付けてください。

■

塗料などを塗らないでください。電球が加熱し、破損の原因となることが
あります。

●

引火する危険性のある雰囲気（ガソリン、可燃性スプレー、シンナー、ラッカ
ー、粉塵など）で使用しないでください。火災や爆発の原因になることが
あります。（防爆構造の器具を使用してください。）

●

舞台・スタジオ用電球、ビデオ・写真撮影用電球は、プロテクタがついてい
ない器具では直接人に向けて使用しないでください。ヤケドの原因となる
ことがあります。
（プロテクタ器具を使用してください。）

●

ソケットに確実に取り付けてください。電球の落下や接触不良による
加熱、発煙の原因となることがあります。

●

表示された電圧を超えないように使用してください。高い電圧で使用する
と短寿命や、まれに破損の原因となることがあります。

●

被照射面までの指定距離以内では使用しないでください。変色や焼損・
火災などの原因となることがあります。

●

雨や水滴のかかる状態や、湿気の高いところで使用しないでください。破
損の原因となることがあります。（防水構造の器具を使用してください。）

●

〒324-0231 栃木県大田原市北野上1505-1 
TEL：0287-54-1895
FAX：0287-54-3135

〒161-0034 東京都新宿区上落合3-8-25 FLAMP 2階
TEL：03-3362-9421㈹
FAX：03-3368-2545㈹

2nd Fl, FLAMP Bldg 3-8-25 Kamiochiai, 
Shinjuku-ku Tokyo 161-0034, Japan
TEL:+81-3-3362-9421
FAX:+81-3-3368-2545

1505-1 Kitanogami, Otawara-shi
Tochigi 324-0231, Japan
TEL:+81-287-54-1895
FAX:+81-287-54-3135
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